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文法学習でのアクティブラーニングを可能にする…
















































































































































確かに、厚生労働省（「平成 28 年簡易生命表の概況」平成 29 年７月 27 日、
２頁）によれば、私が誕生した 1947（昭和 22）年の平均寿命は、男 50.06 歳、
女 53.96 歳ですので、その当時でも、70 歳まで生きるのは稀だったかもしれ







　他方、平成 28 年現在 70 歳の男の平均余命は、15.72 歳、女 19.98 歳です。




　ある海外の研究（Human Mortality Database, U.C. Berkeley(USA) and 
Max Planck Institute for Demographic Research(Germany)）によりますと、
「日本では、2007 年に生まれた子供の半数が 107 歳より長く生きる」と推
計されているようです（「人生 100 年時代構想会議 中間報告」平成 29 年 12
















年です。そのときの 18 歳人口が約 249 万人（大学への進学率は男 18.7％女













































































































































































































































である。その地名がトューレ Thule、タイル Tyle そしてラテン語でトゥー



































クィルは、自らの書物 “Liber de mensura orbis terrae” に、彼の時代から










所に位置づけられていた (117) けれども、1477 年に「ティレ」を訪れ、その
















































































トゥーレは夏には夜がなく、冬には昼間がない (Plin.NH 4.102; また 2.187; 






























る」(Cf. Homer, Iliad 13.442) らしいが、古典期までは「固める」とか「凍


















出てきたであろう (Aristot.Metaphysics 1.3; Strab.1.3.8; Pomponius Mela 





















































に出現し、最大 2.7km2 に達した。植生が一年以内に始まり、2002 年まで
2マッシリアのピュティアスとトゥーレに隠された謎…(2)

















だった (Strab.2.5.7, 7.2.4, 7.3.17; Diehl, E., “Roxolani”, RE Supp.7, 1940, 
col.1195-7. Cf.Plin.NH 4.80; Ptol.3.5.19; 24f.; Syll3.709; Tac.Hist.1.79f., 
3.24; SHA Hadr.6.8, Aur.22.1f., Tyr.Trig.10.1f., Aurel.33.4; Aur.Vict.











ている。例えば、Berrice、“ex qua in Tylen navigetur”、Bergos、Dumna、
Scandia などである。そのうち、Berrice はフェロー諸島かシェトランド諸
島に位置づけられるか、あるいはノルウェー本土に位置づけられる (151) と


















































































































Cary, M. & Warmington, E. H., The Ancient Explorers, rev.ed., 
Baltimore, 1963.
Cunliffe, B., The Ancient Celts, Oxford, 1997.
Id., The Extraordinary Voyage of Pytheas the Greek, London, 2001.
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Roseman, C. H., ed., Pytheas: On the Ocean, Chicago, 1994.
Bianchetti, S., ed., Pitea di Massilia: L’Oceano, Pisa, 1998.
また、ピュティアス自身の叙述に関しては、
Mette, H. J., ed., Pytheas von Massalia, Berlin, 1952.
Stichtenoth, D., ed., Ueber das Weltmeer, Köln, 1959.
Roseman, C. H., ed., On the Ocean, Chicago, 1994.
Bianchetti, S., ed., L’Oceano, Pisa, 1998.
があり、そのうちの Roseman 版を中心に当論考を考察していった。さらに、
1990 年代以降の近年のピュティアス関連の研究については、
Batty, R., “Mela’s Phoenician Geography”, JRS 90, 2000, pp.70-94.
Bianchetti, S., “Pitea e la scoperta di Thule”, Sileno 19, 1993, pp.9-24.
Id., “Plinio e la descrizione dell’Oceano settentrionale in Pitea di 
Marsiglia”, OT 2, 1996, pp.73-84.
Id., Per la datazione del Περί ώκεανοΰ di Pitea di Massalia”, Sileno 
23, 1997, pp.73-84.
Id., “Pitea di Massalia e l’estremo occidente”, Hesperìa 10, 2000, 
pp.129-137.
Id., “Eutimene e Pitea di Massalia: geografia e storiografia”, 
Vottuone,R., ed., Storici greci d’Occidente, Bologna, 2002, 
pp.439-485.
Magnani, S., “Una geografia fantastica? Pitea di Massalia e l’
immagginaro greco”, RivStorAnt 32-3, 1992-3, pp.25-42.
Id., “Le isole occidental e l’itinerario piteano”, Sileno 21, 1995, 
pp.83-102.
Id., “Da Massalia a Thule: annotazioni etnografiche piteane”, Aloni, A. 
& de Finis, L., edd., Dall’Indo a Thule: i Greci, i Romani, gli altri, 
Trento, 1996, pp.337-352.
Id., Il viaggio di Pitea sull’Oceano, Bologna, 2003.











を帯びてくるように思える。その際に、基本的に参照するのは、Cary, M. & 




















Von rätselhaften Ländern, Munich, 1925, pp.95-138; MacDonald, G., “Thule 
oder Thyle”, RE 2, ser.11, 1936, coll.627-30; Gisinger, op.cit., pp.332-44; 
Pytheas, ed.Bianchetti, pp.150-95; Whitaker, I., “The Problem of Pytheas’ 
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Thule”, CJ 77, 1981-2, pp.148-64 を見よ。後者には資料のあらましが記述され
ている。
(108) ただし、ギリシア語表記の地名は残存している。地名に関する長らく、実りの
ない語源学的な議論については、De Anna, L., Thule: le fonti e le tradizioni, 




けていたらしい（Parroni, P., “Surviving Sources of the Classical Geographers 
Though Late Antiquity and the Medieval Period”, Arctic 37, 1984, p.356 を見
よ）。
(110) トゥーレに関する発展的な態度について、Mund-Dopchie, M., “La survie 
littéraire de la Thulé de Pythéas”, AntCl 59, 1990, pp.79-97 を見よ。女史は
ウェルギリウスからウンベルト・エーコまでの名前の文学的使用を引用している。
また、Borzsák, I., “Ultimus Thules”, AAntHung 41, 2001, pp.217-24 も参照せ
よ。
(111) 究極のトゥーレやその文化的意義については、Romm, op.cit., pp.121-71 を見よ。
(112) Seneca, Medea, 363-379(“novus orbis”). 彼の考えは、「別世界」(“alius orbis”: 
Suasoria 1.1) について叙述していた父親に鼓舞されていたようだ。
(113) Clarke, K., Between Geography and History: Hellenistic Constructions of the 
Roman World, Oxford, 1999, pp.24-5.
(114) Strab.1.4.3; Wijsman, W., “Thule Applied to Britain”, Latomus 57, 1998, 
pp.318-23 を見よ。
(115) Prokopios, History of the Wars 6.15. 彼の人口過多や文化生活についての詳細な
叙述は、恐らくスカンディナヴィアを意味していると指摘される。
(116) Dicuil 7.7-13; Tierney 版、p.115 を見よ。Karlsson, G., The History of Iceland, 
Minneapolis, 2000, pp.9-10 も見よ。Dicuil に関しては、Bergmann, W., “Dicuil”, 
TTEMA, pp.151-2 を見よ。
(117) 20 世紀初期に、トゥーレの場所の一つは、北極海よりもコロンブスが関心を
抱いていた地域にあって直接的には地中海の西側だった。Cassidy, V. H., “The 
Voyage of an Island”, Speculum 38, 1963, p.601 を見よ。ただし、コロンブス








(118) Cólon, F., The Life of the Admiral Christopher Colombus, E. T. Keen, B., New 
Brunswick, N. J., 1959, p.11; Stefansson, op.cit., pp.109-222; De Anna, op.cit., 
pp.31-45.
(119) Rasmussen, K., Greenland By the Polar Sea, E. T. Kenney, A. & R., London, 
1921.
(120) この進化については、Cassidy, op.cit., pp.595-602 を見よ。
(121) 並行の計算は、Hipparchos, Geography, fr.57 = Strab.2.5.42 からである。また、
Strab.1.4.4; Plin.NH 6.2.19; Dicks, op.cit., pp.184-5 を見よ。
(122) ノルウェーを支持するかなり威勢のいい議論は、国家的先入観がなくはないけ






(vol.1, p.73)。また、Loposzko, T., “Ultima Thule – Północne krańce świata”, 
Meander 30, 1975, pp.292-304 も見よ。
(123) フェロー諸島も示唆されているが、まだかなり南方に位置していた（Dilke 
[supra n.52], p.136 を 見 よ。 ま た、Hennig, vol.1, pp.166-71 の 議 論 も 見
よ ）。 シ ェ ト ラ ン ド 諸 島（Dion, R., “L’esplorazione di Pitea nei mari del 
nord”, Prontera, F., ed., Geografia e geografi nel mondo antico: guida storica 
e critica, Rome, 1983, p.211）は、他の研究者と比べても、まだかなり南方
に置いている。バルト海東部 (Pytheas, ed.Stichtenoth, p.30) は信じがたい。




(124) Pytheas, ed.Roseman, p.107; Broche, op.cit., pp.150-1. 北極海の蜃気楼は、遠
くの土地を浮き上がらせ、浮遊させるもので、またそうした役割を演じていたよ
うである。2004 年夏に、Roller はアイスランド南岸沖 10km にあるウェストマ
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ン諸島が空中に浮き上がり、二倍の大きさになっているのを見た。
(125) Fawkes, op.cit., p.34; Cunliffe, op.cit., pp.119-20.
(126) Strab. 4.5.5; Nansen, op.cit., vol.1, pp.54-5 を見よ。
(127) Cary & Warmington, op.cit., p.52; この議論の弱点については、Broche, op.cit., 
pp.187-8 を見よ。
(128) ホーフェンを越えて次の港は西側ほぼ 300km 辺りのポルラクスホーフェンに
あった。最初にアメリカを視界に入れた Bjarni Herjolfsson が住んでいたのがこ
こだった (Grænlendinga Saga 2-3)。この海岸はウェストマン諸島へのフェリー
がポルラクスホーフェンの地から 60km ほど沿岸に沿って航行しなければなら
なかったほど近づきがたい場所であった。
(129) 後３世紀後期の３枚の貨幣が発見された。この発見貨幣はそれぞれの間で 30 年








的に思える (Roller, op.cit., pp.54-5)。Haakon Shetelig, “Roman Coins Found 
in Iceland”, Antiquity 23, 1949, pp.161-3; Heichelheim, F. M., “Roman Coins 
From Iceland”, Antiquity 26, 1952, pp.43-5; Alonso-Nuñez, J. M., “A Note on 
Roman Coins Found in Iceland”, OJA 5, 1986, pp.121-2 を見よ。
(130) Haywood, J., The Penguin Historical Atlas of the Vikings, London, 1995, p.93.
(131) όπου ό ήλίος κοιμάται (Geminos, Introduction to Phenomena 6.9)、あるいは
ή ήλίου κοίτη (Kosmas Indikopleustes, Christian Topography 2.80.6-9). また、
Pomponius Mela 3.57 を見よ。
(132) 後 795 年頃アイスランドのアイルランド僧は現実にそのような場所を見ていた
(Dicuil 7.11)。
(133) Ptolem., Geography 1.24; 2.3.31-32; 6.16.1; 7.5.12; 8.3.3. プトレマイオスに利
用された自家撞着的な年代の類似性に関しては、Aujac, G., “L’île de Thulé, de 
Pythéas à Ptolémeé” Pelletier,M., ed., Géographie du monde au Moyen Âge et 
à la Renaissance, Paris, 1989, pp.181-90 を見よ。
(134) Carpenter, op.cit., pp.182-3.
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(135) Strab.1.4.2; Plin.NH 4.104 (“mare concretum”); また 37.35 も見よ ; さらに、
Murphy, T., Pliny the Elder’s Natural History: The Empire in the Encyclopedia, 
Oxford, 2004, pp.179-81 を見よ。
(136) Nansen, op.cit., vol.1, p.67 は、その話題の何らかの知識を持って、ピュティア
スが流氷を見ることのできるほど遠くまでやってきていなかったと感じており、
北極海の氷が減少していた時代に旅をしていたようだと見ている。これに関して
は、Zubov, op.cit., p.71 を見よ。
(137) Scholia to Apollonios of Rhodes, Argonautika 4.761-5a. そ の 文 節 は、 ピ ュ
ティアスがリパリ諸島やヘファイストスの鍛冶場について叙述していたことを
示しているが、これは標準的神話的な民間伝承で、実地視察の証拠は何もない。
Broche , op.cit., pp.167-70、しかし Pytheas, ed.Bianchetti, pp.206-8 を見よ。
(138) 言語はまた、純精神的な考えの反映である。Phaidon 111c-112e を見よ。
(139) Romm, op.cit., pp.22-3. また、ピュティアスが中央アジアのステップ地帯に
関するヘロドトスの叙述に影響されていたとの示唆については、Tierney, J., 
“Ptolemy’s Map of Scotland”, JHS 79, 1959, p.134 を見よ。
(140) Pytheas, ed.Roseman, pp.127-31; Pytheas, ed.Mette, pp.7-8; Walbank op.cit., 
vol.3, pp.590-1; Cary & Warmington, op.cit., p.52; Thomson, op.cit., pp.148-9; 
Hawkes, op.cit., p.37 は、凍結した水の中で船舶が突き刺さったものとして見て
いた。さながら海月のように流れており、その文節の別の定義であった (Plato, 
Philebon 10)。1783 年に、Reykjanestá ― アイスランドの南西端 ― の 70 マイ
ル南西で潜水艦の通気孔が何百マイルにも渡って大洋を覆い、潜航していた軽
石を噴射してしまった。Burton, R. F., Ultima Thule: A Summer in Iceland, 
London, 1875, p.6 を見よ。
(141) ピュティアスの二つの観念は潮の満ち干を見たというタルソスのアテノドーロス
の理論と共通している (Strab.3.5.7)。




(144) Kristiansen, K., “The Consumption of Wealth in Bronze Age Denmark. 
A Study in the Dynamics of Economic Processes in Tribal Societies”, 
Kristiansen, K. & Paludan-Müller, C., edd., New Directions in Scandinavian 
Archaeology, Odense, n.d., p.182; また、Cunliffe, supra n.37, pp.108-13 も見よ。
(145) 別の北方民族学は、黒海の北側の人々 (Strab.7.3.18) について、ピュティアスか
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ら転用されたようだ (Aujac, op.cit., p.270)。
(146) Weinman, E., “Life Takes Root”, Iceland Review 41, 2003, pp.28-33.
(147) バルト海に関する古代の知識の概観については、De Anna, L., Conoscenza e 
imagine della Finlandia e del settentrione nella cultura classic-medievale, 
Turku, 1988, pp.17-86 を見よ。
(148) Strab.1.4.3. 「スキュティア」は極北東に関する一般的な用語で、必ずしもバル
ト海の北岸に限られる地域ではない。
(149) Plin.NH 4.94, 104, 37.35-36 = Timaios, fr.74, 75; Pomponius Mela 3.33; 
Bianchetti, S., “Plinio e la descrizione dell’Oceano settetrionale in Pitea di 
Marsiglia”, OT 2, 1996, pp.73-84.
(150) ピュティアスの北方の地名については、Boschi Banfi, S., “Note sulle Tule”, 
NumAntCl 5, 1976, pp.291-5 を見よ。
(151) Pytheas, ed.Roseman, p.94; Stichtenoth, D., “Pytheas von Marseille, der 
Entdecker Mittel- und Nordeuropas”, Das Altertum 7, 1961, pp.156-66.
(152) Fabre, op.cit., p.41. 可能なノルウェーの地名のいくつかについては、Magnani, 
S., “Da Massilia a Thule: annotazioni etnografiche piteane”, Aloni, A. & de 
Finis, L., eds., Dall’Indo a Thule: i Greci, i Romani, gli altri, Trento, 1996, 
p.342 を見よ。
(153) Rivit & Smith, op.cit., p.342. もしそうならば、これは表中の諸地名の異常さを
物語っている。
(154) Plin.NH 4.96; Svennung, J., Skandinavien bei Plinius und Ptolemaeus, 
Uppsala, 1974, pp.49-51; De Anna, supra n.221, pp.33-7. Sinus Codanus に
つ い て は、Neumann, G. & Wenskus, R., “Codanus Sinus”, RGA 5, 1984, 
pp.38-40.
(155) Baunonia と呼称される琥珀島の言及は、海岸（いわゆるスキタイの沿岸）か
ら１日の行程にあり、ティマイオス (fr 75a = Plin.NH 4.94) に引用されており、
ピュティアスの叙述からのものであろう (Brown, op.cit., pp.25-6)。
(156) しかしながら、その名は地方地名の型式からギリシア化されたものだろう。
Krogman, W., “Die Bernsteininsel Basileia”, VII Congresso Internazionale 
di Science Onomastiche: Atti del Congresso e Memorie della sezione 
toponomastica 2, Firenze, 1963, pp.205-20 を見よ。Krogman の主張は、地方











(158) Tac.Ger.44-5. その地名はオデル川河口の現在の Świnoujście を想起させる。
(159) こ の よ う な 係 争 点 に 関 し て は、Pekkanen, T., The Ethnic Origin of the 
ΔΟΥΟΣΠΟΡΟΙ, Arctos Supp. 1, 1968, pp.33-9, 47-8 を見よ。
(160) Plin.NH 4.96; Svennung, op.cit., pp.42-4 は、ノルウェー西岸の Siggjo と同一
視しているが、Nansen, op.cit., vol.1, p.85 やごく近年の Reichert, H., “Saevo”, 
RGA 26, 2004, pp.86-8 を見よ。
(161) Wenskus, R., “Pytheas und der Bernsteinhandel”, Düwel,K. et al., edd., 
Untersuchungen zu Handel und Verkehr der vor- und frühgeschichtlichen 
Zeit in Mittel- und Nordeuropa, vol.1, AbbGött 143, 1985, pp.84-108; De 
Anna, op.cit., pp.78-81. バルト海の琥珀の起源や分布の研究に関しては、Gisle 
Larsson, S., Baltic Amber ― A Palaeobiological Study, Klampenborg, 1978, 
esp.26-40 を見よ。よく知られているバルト海の琥珀は、Kaliningrad の北西
Samland 半島出土のものである (esp.36) が、重要な貯蔵は今日ユトランドやス
ウェーデン南部で見られ、古代ではそれ以外のところにあったのだろう。
(162) これらの海岸や海水域が何年にもわたって大きく変化していることを記憶にと
どめておくことは重要であるけれども、Haywood, op.cit., p.23. ユトランド沿
岸の大部分は古代には水面下にあった (Gripp, K., Erdgeschichte von Schlewig-
Holstein, Neumünster, 1964, pp.278-307) し、このように Metuonis 入江の詳
細は地理的に位置づけることはほとんど不可能である。
(163) 6000 スタディオンの入江が Kattegat の北端からオデル川河口の折り返しま
でのデンマーク島嶼周辺に存在するのは興味深くもまことしやかな示唆である
(Hawkes, op.cit., p.9)。別の可能性は、デンマークの北端にある Skagens Odde
からロシア国境にあたるポーランドの Kaliningrad 付近までの間である。そこ
でバルト海が北に折り返している (Aly, op.cit., pp.473-5)。
(164) Pekkanen, op.cit., p.39; Wenskus, R. & Ranke, K., “Abalus”, RGA 1, 1973, 
pp.5-6. 別 の 見 解 は、Vendsyssel (Hawkes, op.cit., pp.9-10) で あ る。 ま た、
Gisinger, op.cit., pp.349-51; Svennung, op.cit., pp.34-8 も見よ。
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(165) Cary & Warmington, op.cit., pp.53-4 も、Abalus/Basilia が Bornholm である
と主張していた。
(166) Periplous Dedicated to King Nicomedes 188-90; Tac. Ger.34. Pytheas, 
ed.Stichtenoth, pp.94-5 を 見 よ。 ピ ュ テ ィ ア ス も、Avienus, Ora maritime 
336-74 がうわべではヘラクレスの柱について、北の柱に関する資料が類似して
いたことを主張している。Periplous Dedicated to King Nicomedes の文節に関
しては、高度に変形されている（編者によって “locus desperatus” と叙述）の
だが、Marcotte, D., ed., Géographes grecs, vol.1, Paris, 2000, pp.164-5 を見よ。
もし Ephoros が資料であった（脚注 31 を参照）ならば、地名はピュティアス以
前から知られており、彼をして鼓舞させていたのかもしれない。
(167) Strab. 2.4.1; Pomponius Mela 3.33; Herrmann,J., “Volkstämme und ‘nordlicher 
Seeweg’ in der älteren Eisenzeit”, ZfA 19, 1985, pp.147-53.
(168) Haywood, op.cit., pp.106-7.
(169) 疑問は、彼の旅と結びついていた工芸品にはどんなものがあったのかというふう
に生じてくる。２枚の貨幣がすでに Finistère と Devon からとして知られてい










Hamilton, J. R. C., Excavations at Clickhimin, Shetland, Edinburgh, 1968, 
esp.pp.41, 45, 64-5, 79 を見よ。
(170) Dilke, op.cit., p.182.
(171) Scholia to Apollonios of Rhodes, 4.761-5a; Timaios, fr.85(=Diodoros 4.56); ま
た、その含みに、Pomponius Mela 3.33. ロードス出身のアポローニオスへの
ピュティアスの影響の可能性に関しては、Dag Øistein Endsjø, “Placing the 






















The effectiveness of dictogloss which enables students  













































































　　1)  The Noticing/Triggering Function（気づきを引き起こす機能）
　　2)  The Hypothesis Testing Function（仮説を検証する機能）

































1.  学習者の自律的な言語学習を可能にする（learner autonomy and self-
motivated learning）。
2.  言語学習を学習者の主体的な体験として組み立てることができる 
（learning as active involvement/experience）。
3.  個人学習と協同学習を適切に組み合わせることができる（optimum 
combination of individual and cooperative/collaborative learning）。
4.  学習者同士の交渉による学習効果が期待できる（interaction hypothesis）。
5.  意味に焦点をおいた学習（focus on meaning）と構造に焦点を当てた学習 
（focus on form）を並行して行うことができる。
6.  文法の学習を「必要なときに必要なだけ」（grammar when needed and as 
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much as needed; grammar in response to visible needs）という原則に沿っ
て行わせることができる。
7.  目 標 言 語 と 自 ら の 中 間 言 語 と の ギ ャ ッ プ に 気 付 き（noticing and 
consciousness raising）、主体的学習への動機付けが起こる契機を多く提
供することができる（self-initiated motivation for further learning）。




1) Input Phase : テキストの提示と学習
2) Output Phase : メモ取り、およびメモに基づく原文復元作業（ソロ、
ペアまたはグループ）。
3) Conﬁrmation Phase : 教師によるコメント。
　この３段階モデルを考慮し、筆者は様々なレベルのクラスでディクトグロ
スを実施し、レベルに合わせてそれぞれの phase にかける時間を変えてい













と、協同学習の効果が出てくる。Johnson, Johnson, and Holubee（1993, as 






























伝達をすることを意味する」と説明している。Long （1996 as cited in Jacobs 


















































習 （focus on form）を並行して行うことができる。
・文法の学習を「必要なときに必要なだけ」（grammar when needed and 
as much as needed; grammar in response to visible needs）という原則に
沿って行わせることができる。
・ 目 標 言 語 と 自 ら の 中 間 言 語 と の ギ ャ ッ プ に 気 付 き（noticing and 
consciousness raising）、主体的学習への動機付けが起こる契機を多く提







はもっと広げた FonF の定義を紹介しており、FonF 指導には「事前計画的」
（planned）と「即応的」（spontaneous）の２つがあるとしている。さらに、
前者には「先取り型」（proactive）と「反応型」（reactive）があるとしてい



























































































1) 英語通訳演習クラス（上級者：TOEFL ITP 480 以上）
2) International Program : 英語集中クラス（中級者：TOEFL ITP 380–430 
［コース開始時］、480–500 ［コース最終時］）
3) 一般英語クラス（初級者：TOEFL ITP 380–430）
4) 資格試験対策（TOEFL）クラス（初級者：TOEFL ITP 380–430）
5) Reading クラス（初級者：TOEIC IP 250–350）共同研究者担当クラス






て、Step 1 から Step 4 までの段階のどの部分に時間をかけるかがディクトグ
ロス成功の鍵を握る。また、使用教材もレベルにあったものを、うまくディ
クトグロス用に調整していくことが必要である。本論では、ここ２年に亘っ
てディクトグロスを実践している English for Tourism のクラスについて詳細
を述べる。























































  語句・文法学習 
  


























　2012 年の研究では、前述（第６章）のタイプ別クラスで 1) ～ 5) までのク
ラスを対象にデータを取った（表１）。










通訳演習 (3) 39 (62%) 24 (38%) 63 (100%) 8 回 2.7 回
IP (2) 51 (70%) 22 (30%) 73 (100%) 6 回 3 回
一般英語 (1) 55 (79%) 15 (21%) 70 (100%) 6 回 6 回
資格試験 (1) 41 (71%) 17 (29%) 58 (100%) 1 回 1 回























































クラス 単 語 スペリング 文 法 聞き取り 総 数
通訳演習 1 (3%)   2 (5%) 21 (54%) 15 (38%) 39 (100%)
IP 2 (4%)   1 (2%) 21 (41%) 27 (53%) 51 (100%)
一般英語 1 (2%)   6 (11%) 25 (45%) 23 (42%) 55 (100%)
資格試験 2 (5%)   8 (19%) 15 (36%) 17 (40%) 42 (100%)
Reading 8 (26%) 13 (42%)   4 (13%)   6 (19%) 31 (100%)
59文法学習でのアクティブラーニングを可能にするディクトグロスの有効性
うことに気づいていると言えよう。
















1) 単語　2) スペリング　3) 文法　4) 聞き取り　5) 達成感　
6) メモ取り　7) その他　を設定した。
B. ストラテジータイプの気づき
 表５. ストラテジータイプの気づき（クラス別）（山本・臼倉 2012）
クラス メモの取り方 聞き方 総 数
通訳演習 16 (67%) 8 (33%) 24 (100%)
IP 12 (55%) 10 (45%) 22 (100%)
一般英語 9 (60%) 6 (40%) 15 (100%)
資格試験 2 (12%) 15 (88%) 17 (100%)


















ト記述例を示す。これらのコメントは、2016 年後期に English for Tourism
の学生達から回収したディクトグロスシートから抜き出したものである。
 １回目　32 人（2016 年９月 13 日）
 ２回目　24 人（2016 年 10 月３日）
 ３回目　15 人（2016 年 11 月４日）





















































































































































































1回目 2回目 3回目 4回目
自己モニタータイプ：4回分の推移（％）
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